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（学位論文審査の結果の要旨）（明朝体11ポイント、600字以内で作成のこと。）
CTは慢性閉塞性肺疾患（COPD）の非侵襲的形態診断ばかりでなく、定量的CTとして肺気腫
や気管支壁リモデリングの評価に用いられる。気管支壁のリモデリング評価の最新手法は三次
元CTデータと解析ソフトを利用して、壁面積二乗根と内周園長の回帰直線から仮想的な10mm
における壁面横二乗根（PilO）を出す方法である。PilOはいくつかの研究で有用性が示されて
いるが、算出に時間がかかるのが難点である。そこで、157人の男性喫煙者において、肺葉ご
とにPilOを算出し、肺葉による違いを明らかにするとともに、算出時間の短縮のために、どの
肺葉の計測値が全肺を代表できるかの検討を行い、以下の点を明らかにした。
1．PilOは肺葉によって算出値が異なり、右上葉が最も小さく、左下共が最も大きかった。
2．COPDではnon－COPDと比べ、肺薬間のPilO値に、より大きな違いがみられた。
3．全肺PilOとの比較では、両側の上薬PilO値は、ばらつきが小さく、両者に高い一致がみ
られたが、下葉PllO値では気管支径の増加とともにばらつきが増加した。
4．右上菓PilOが全肺を代表する指標として用いることができる。
本論文は、気管支壁のリモデリングの定量的CT評価法に新しい知見を与えたものであり、最終
試験として、論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士（医学）の学位論文に値する
ものと認められた。
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